








ルド少女」（2010 年、BankART Studio NYK）に際しては『SETSU  ASAKURA  An Avant-garde Girl』
が出版されている（註 1）。1989 年には朝日賞を受賞、2006 年には文化功労者に認定された。
一方、その活動の出発点は日本画家であり、1942 年、1943 年には文部省美術展覧会（以下、
新文展と略す）に入選し、戦後も日本美術展覧会が開設されると 2 回から 4 回展まで出品する。	
その一方で新しい表現に取り組み、1941 年より新美術人協会展に参加。戦後は創造美術に参加、
1951 年に創造美術と新制作派協会が合同し新制作協会となるとこの年の 15 回新制作展に出品し、
日本画部会員として出品を続けた。舞台美術の仕事を最初に手がけたのは 1948 年のアーニー・	















それだけに、朝倉が 2014 年に 91 歳で逝去した後、GALERIE PARIS（横浜市）が「朝倉摂 Setsu 
Asakura, the 1950s」展（2015 年 7月）を開催し、アトリエに残されていた初期から 50 年代の作品多
数を一堂に展示したことは画期的なことであった。なかでも戦前の展覧会出品作《歓び》（1943 年、
6 回新文展出品作、紙本着色）と《雪の径》（1944 年、5 回青衿会、紙本着色）が「まくり」の状態	
で出現したことは、衝撃的ですらあった（註 4）。両者はさっそく栃木県立美術館「戦後 70 年：	
もうひとつの 1940 年代美術 ―戦争から、復興・再生へ」展に出品され、その後、神奈川県立近代
美術館の所蔵となった。
ご遺族の意志によって他の作品も各地の美術館に寄贈され、それに伴う展示が続くことになった。	









やや独立したスペースを画家のために取り、《働らく人》（1952 年、山口県立美術館）、《日本 1958 -
2》（1958 年、山口県立美術館）などの大作も加え、最も力のこもった時期の画業を示した。
以後、他の美術館でも展示の機会が増え、一気に日本画家朝倉摂の扉が開けられたかのような	








朝倉摂は 1922 年に東京、谷中に彫刻家朝倉文夫（1883 - 1964）の長女に生まれた。妹の朝倉	



















































































































































































福田豊四郎が 1938 年に結成した新美術人協会に参加する。青衿会については、戦後 1946 年の	
「青衿会美人画展」にも出品しているので、脱退したわけではない。また新美術人協会は官展に
も出品する姿勢であったので官展にも出品を続けている。新美術人協会には 1942 年に《更紗の























その翌年の 1943 年の 4 回青衿会出品作の《陽（ひなた）》（図 9）では、白黒写真からの判断では
あるが、背後の樹木の幹には樹皮の凹凸を縞模様のように単純化し、木の葉も平面的にやはり単純
化して描いている。このような表現は、福田豊四郎の、例えば、《六月の森》（1936 年、紙本着色、



























1945 年 3 月に奥多摩に疎開した（註 41）。
4．戦後から 1950 年代初めの活動




粉を塗つてない女を描いてゐるその率直な態度をとる」と評された（註 42）。1946 年、2 回日本	














1949 年の第 2 回展から創造美術に出品し、新しい日本画を探っていくことになる。
























展には朝倉は、《群像》（1950 年、144.5 × 193.3cm、練馬区立美術館、図 13）、《裸婦A》、《裸婦 B》、






























































































































































5.	 朝倉響子氏は 2016 年 5 月 30 日に 90 歳で逝去された。展覧会は、朝倉彫塑館が台東区に寄贈
されて 30 年であることを記念して開かれた。
6.	 会期は 11 月 6 日-12 月 16 日。絵画 9 点、素描 17 点、舞台美術下絵、ノート、ポスターなど
と絵本原画（個人蔵）による展示。本展に際しては 8頁のパンフレットを作成した。
7.	 展示は所蔵品展示室内でおこなわれた。会期は 2018 年 1 月 6 日から 3 月 11 日。
8.	 関直子「はこぶね―朝倉摂の一九五〇-六〇年代の活動と美術館をめぐって」。また神奈川県




10.	 談話記事「私の大学　洋画家　朝倉摂」『毎日新聞』夕刊、５面、1986 年 12 月 3 日（東京文
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記原稿である。表紙に「絵画論を語る　朝倉摂　昭和三十二年九月四日」と書かれ、「平凡社






12.	 世界経済フォーラム（World Economic Forum）が 2019 年 12 月に発表した各国のジェンダー
ギャップ報告書（Global Gender Gap Report 2020）において、日本は全 153 ヶ国中 121 位。	
美術館については、笠原美智子「美術館の管理職に女性が次々と進出している。美術館は変わ
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本経済新聞連載、1958 年 12 月 17 日― 31 日）p.286。
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	 1941 年／第 4回文部省美術展覧会／絵はがき
図 5	 朝倉摂　《晴晨》
	 1942 年／第 5回文部省美術展覧会












	 1943 年／第 4回青衿会展覧会／絵はがき
実践女子大学文学部　紀要　第 63 集
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図 10	 福田豊四郎　《六月の森》
	 1936 年／紙本着色
	 秋田県立近代美術館
図 11	 朝倉摂　《雪の径》
	 1944 年／紙本着色／神奈川県立近代美術館
図 12	 朝倉摂　《自画像》
	 1947 年／紙本着色／GALERIE	PARIS
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図 13	 朝倉摂　《群像》
	 1950 年／練馬区立美術館（Nerima	Art	Museum）
図 14	 朝倉摂　《群像　スケッチ》
	 1950 年頃／クレヨン・紙
	 練馬区立美術館（Nerima	Art	Museum）
図 15	 朝倉摂　《群像　スケッチ》
	 1950 年頃／クレヨン・紙
	 練馬区立美術館（Nerima	Art	Museum）
